
地域の日本語教育に

携わるみなさんへ

－地域日本語教育コーディネーターのご紹介－

令和４年度
長野県地域日本語教室創出支援事業



長野県では地域日本語教育の体制づくりを進めるため各地域を担当する地域日本語教育コーディネーターと

事業全体を取りまとめる総括コーディネーターを配置しています。

地域日本語教育コーディネーター に

ご依頼ください

コーディネーター

紹介

あなたの 地域 の 日本語教育 について

総括

総括コーディネーター

さとう よしこ

佐藤 佳子

日本語教育の専門家として
サポートします

日本語教育の専門家として
各地域コーディネーターと
ともに県内の地域日本語教
育に関する相談やサポート
にあたります。
地域によって外国人住民の
置かれている状況は異なり
ます。関係する方々のお話
をしっかり伺いながら、で
きることをいっしょに考え
させていただきます。

中信

地域日本語教育コーディネーター

くわざわ たえみ

桑澤 妙美

地域の日本語教室を、外国人
住民を、応援しつづけます

地域日本語教室での活動は
15年ほどです。
そこで経験した「人と人との
繋がりの大切さ」を皆さんと
分かち合いたいです。
どんな人も活躍出来る環境や
仕組み作りを考え、日本語教
育に関わる方々の点と点が
ネットワークとして繋がり強
固で持続的な活動ができるよ
うお手伝いします。

 新規日本語教室の立ち上げに関する相談及びサポート

新しく日本語教室をつくりたいので、どのようにつくっていけばいいか助言がほしい

 地域日本語教育を推進するための連携体制構築に関する相談

他の団体や地域と連携したいので、サポートしてほしい

 日本語教育関係者をネットワーク化するための相談

他の日本語教育関係者と知り合える場がほしい、ネットワークをつくりたい

そのほか地域日本語教育に関すること

例えば

例えば

例えば

パソコンやスマートフォンから ながの電子申請サービス にアクセスし

手続き一覧から「地域日本語教育コーディネーター活動依頼」を選択 または ➡

🔍

依頼できること

依頼のながれ

コーディネーターから
依頼者へご連絡

ながの電子申請
サービスで申込み

１

県から依頼者へ
確認のご連絡

２ ３
県が各地域の
コーディネーターに
連絡します

南信

地域日本語教育コーディネーター

おおさわ しなこ

大澤 志那子

誰にとっても住みやすい
地域づくりを

南信で地域の日本語教育に関
わって20年ほどになります。
地域の日本語教室は、外国人
が言葉や文化について学ぶだ
けでなく、そこに参加してい
る人々が対話を重ねることで、
誰にでも住みやすい地域をつ
くっていく役割を担っている
と感じています。
そんな場を増やすお手伝いが
できたらうれしいです。

北信

地域日本語教育コーディネーター

おかみや みき

岡宮 美樹

困りごとを一緒に
解決していきましょう

日本語によるコミュニケー
ションを通し、誰もが安心
して住める地域づくりのお
手伝いをいたします。
日本語教室でお困りのこと
はありませんか？
私もボランティア経験者で
す。一緒に解決していきま
しょう。
ICTを活用したサポートも。
お気軽にお声がけください。

東信

地域日本語教育コーディネーター

いわさき ようこ

岩崎 容子

地域日本語教育の
お助け役として

これまで県外で日本語教師
として活動してきました。
5年ほど前に出身地の長野
県に戻り、コーディネー
ターとしては2年目になり
ます。日本語教育を通して
地域を学び、皆さんとの繋
がりを築いていければと
願っています。地域日本語
教育のお助け役として、お
役に立てれば嬉しいです。
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 地域日本語教室創出支援事業

長野県では、外国人の日本語学習機会の確保と地域で活躍できる環境づくりを目指し、地域の日

本語教室が多文化共生の拠点となるような体制づくりに取り組んでいます。（事業名：地域日本

語教室創出支援事業）

この事業では、事業の推進を担うコーディネーター（総括コーディネーター・地域日本語教育

コーディネーター）を配置し、事業の進むべき方向性を検討する総合調整会議、地域の課題を抽

出する地域会議を開催するほか、各地域における関係者のネットワークづくりや担い手となる日

本語交流員の養成研修、市町村への財政支援を実施しています。

また、多文化共生の拠点となるような地域日本語教室のモデルとして次の２点を備えた地域日本

語教室をモデル地域日本語教室と称し、５地域（松本・上田・駒ヶ根・佐久・長野（開設年度

順））で開設してきました。令和４年度は、佐久と長野で引き続きモデル的な教室を開設します。

①日本語教育人材※が連携した日本語教育を提供できる

②地域社会との接点が提供できる

※日本語教師、日本語交流員、地域日本語教育コーディネーター

地域の日本語教室が多文化共生の拠点となるような体制づくりを目指し、各コーディネーターが

皆様のお話を伺いに訪問することがあります。その際には、ぜひご協力をお願いします。

文化庁令和４年度「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用

長野県PRキャラクター「アルクマ」
©長野県アルクマ


